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● りんどうの病害虫防除の徹底と、翌年に向けた収穫後管理を行いましょう 

● 小ぎくの健全な親株を確保しましょう 

 

りんどう 

１ 生育概況 

  彼岸時期の生育・開花は、やや早めに経過しました。アザミウマ類やハダニ類の被害が多い地

域が見られました。また、花腐菌核病の発生が多く見られています。 

２ 病害虫防除 

○ 葉枯病：秋期にも降雨により拡大する可能性があるので、株養成ほ場の防除を継続します。 

○ 褐斑病：発生がやや多く見られます。有効な薬剤を散布するほか、被害茎葉を圃場外に持ち出

して処分します。 

○ 花腐菌核病：夏期の高温のため子実体の発育が遅れ胞子の飛散が遅れていましたが、発生が見

られています。花腐菌核病は花弁から感染するので、蕾から花弁が見えている品種の花蕾部への

防除が必要です。各地域の暦にしたがって防除を進めてく

ださい。降雨が続く場合は散布間隔を短くし、防除は１０

月末までは継続します。発病が見られた場合は、菌核がで

きる前に被害茎を圃場外に持ち出して処分します。 

○ リンドウホソハマキ：盛夏過ぎから茎への侵入による被

害の発生が多く見られています。また定植一年目のほ場で

も被害が見られています。発生の状況を確認するとともに、

発生の見られるほ場では、残茎葉の折り取りを確実に行い、

ほ場外で確実に処分します。 

                           定植苗でのリンドウホソハマキ被害 

 

○ アブラムシ類・アザミウマ類：開花中～開花後に特に増加します。アザミウマ類やハダニ類の

の発生が多い地域がありますので注意が必要です。これらの害虫は、ウイルス病を媒介するおそ

れがあり、極晩生種でも発生が広がるので薬剤散布に努めます。収穫後の残花部分は確実に折り

取り、発生を抑えます。 

３ 収穫後の管理 

○ 収穫後の圃場は防除がおろそかになりがちで、病害虫が多発しやすくなります。翌年の発生原

因ともなるので、収穫後も防除を継続してください。 

○ 収穫後は花の着いた茎の部分を折り取り病害虫防除と株養成を促します。定植年の株でも開花

しますので、花はできるだけ摘み取ってください。 

○ 茎葉の折り取り・刈払い：ウイルス病などの感染を防ぐため茎葉が完全に枯れてから刈

り払います。晩生種や極晩生種は枯れる時期が遅くなりますが、無理に折り取ったり刈払

うことで株を傷めることがあるので、その場合は春に折り取るようにします。 
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○ 雑草防除：翌春の雑草対策のため、秋のうちから圃場内外の雑草対策を行うことが効果

的です。 

○ 大雨や台風により滞水した圃場では、速やかに表面水を排水します。また床の上に土がかぶ

っている場合は、できるだけ早く土を除去します。大雨による滞水や泥の跳ね上がりから病害の

発生が助長されるので、晴れ間を見て、品目ごとの農薬使用基準に従って、速やかに殺菌剤を散

布し病害の発生を予防します。 

 

小ぎく 

１ 生育概況 

 ９月咲品種は草姿、開花時期にややバラつきが見られましたが、おおむね順調に開花しました。全

般にハダニ類、アザミウマ類が多く見られ、一部で上位葉への白さび病の発生がみられました。 

２ 病害虫防除 

気温が低下してくると白さび病の発生が多くなります。また、他の害虫類も残っているので、病害

虫防除を継続します。切り花ほ場とあわせて、来年採穂用の親株への防除も行います。 

３ 栽培計画・親株管理 

翌年の栽培に向け、各品種の開花期や特性を整理します。そのうえで品種構成や作付け面積を決定

し、必要な親株の数量を確保します。 

次年度用に選抜した親株には、収穫後、順次土寄せ、追肥を行って株養成します。茎が伸びてきた

ら適宜台刈りを行い、伸びすぎないよう管理します。 

親株のハウスへの伏せ込みは 10 月下旬～11 月上旬頃までに行い、早めに活着させるよう管理しま

す。伏せ込みは、品種や株の充実状態等により適する方法が異り、また病害虫の持込程度も異なるの

で、適した方法で作業を進めてください。 

親株での伏せ込みは、冬至芽の発生の少ない品種に適し、作業の手間も少なく済みますが、白さび

病などの病害を持ち込む事が非常に多くなるので、薬剤散布に注意が必要となります。かき芽利用は、

冬至芽の発生の遅い品種、少ない品種に有効ですが、病害を持ち込みやすくなり、株での伏せこみよ

り手間がかかります。また冬至芽を利用する場合は、揃いが良くなり病気の持込が少なくなりますが、

伏せこみ作業に労力がかかり、冬至芽の発生が少ない場合には利用できない事になります。 

 

ストック 

１ 定植後の管理 

○ かん水：蕾が見える頃までは十分にかん水し、草丈を確保します。発蕾後のかん水量が多いと

花穂部の徒長や茎の軟弱化を招くので、かん水を徐々に控えます。 

○ 温度管理：できるだけ涼しい温度で管理することを心がけます。霜が降りる頃まではハウスを

開放しておきます。強風等によりハウスを閉める場合は循環扇等を利用して空気を対流させ、徒

長や菌核病の発生を防ぐよう努めてください。 

○ 追肥：生育に応じて施しますが、草姿の悪化を防ぐため発蕾までに終えます。 

２ 害虫防除 

○ コナガ：生育中の薬剤防除は、抵抗性獲得を避けるため異なる系統の剤のローテーションでの

使用を徹底します。 

○ またハウスの開口部を防虫ネット（目合いが１mm 以下のもの）でふさぐことも効果的です。こ

の場合通気性が悪くなり品質低下の原因となる場合があるので、風通しの悪い場所では注意が必

要です。 

 

9 月 15 日～11 月 15 日は秋の農作業安全月間

「気をつけて」 朝のひと声で 初心忘れず ゆとりの仕事 

農作物技術情報第８号は１０月３０日（木）発行の予定です。 

気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

※ 発行時点での最新情報に基づき作成しております。 

※ 発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。


